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1 ) Flying Spot Scanner (以下F.S.S. と略す)による漏出面積の自動計測
35m/m 白黒蛍光眼底フィルムを F.S.S. (コーワ・ OS 701) とミニコンビューター (CEC 555H ・ 12
ピット 24KW) により 512 X 512 点区画でスキャンし， 128 レベルの濃淡データーに変換した。なお
ミニコンビューターには血管陰影を除去し漏出域のみを計測し得るプログラムを組み込み，蛍光色素













Scott 皿 a， illb 症例で得られた漏出曲線より求めた蛍光色素静注 120 秒後の漏出度は，擢病期間
(:r = 0.327) ，空腹時血糖(r=0.472) ，尿蛋白 (r= 0.443) と有意 (P く 0.05 )の正の相関を，L1
IRI/ L1 BS (r =-0.391) と有意 (P< O.05) の負の相関を示した。
3) Scott n c症例と Scottill a. 聞 b 症例の漏出曲線
i )増殖性網膜病変の l つである新生血管からの漏出曲線は，蛍光色素静注直後より直線的に増加
する漏出曲線で示された。
i )検眼鏡的に Scott 田弘田 bと判定され長期観察が可能であった18症例における初回検査時の漏
出曲線は，新生血管症例と類似の急峻なパターンを示す群 (A 群) .逆に極めて平担な曲線を示す群
(C 群) .およびその中間に位置する群 (B 群)の 3 群に大別された。
4 ) Scott m a. 阻 b症例jにおける漏出動態の経年的変化





1 )糖尿病性網膜症における蛍光色素漏出現象を解析するためコンビューターと連結した。 F.S. S.
のシステムを開発し，漏出動態を客観的，定量的.かつ経時的に把握することが可能となった。






糖尿病性網膜症の病態解析のためー Flying Spot Scanner を用いて蛍光色素漏出現象を客観的に
表現した。その結果.糖代謝障害の程度が網膜症の進展に有意に関与しており，かっ漏出曲線のパタ
ーン分類が網膜症の予後予測に有用で、あることが示された。
本論文は‘漏出現象を計量化する方法を確立し.かっその臨床的有用性を明らかにした点に意義が
ある。
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